














































































ながら、切り捨てられ いった豊饒なる 話世界の存在辛うじて伝える痕跡といえる。三〇〇〇キュビトと う天に届くほどの巨人の記憶を記すこの短く、宙ぶらりんの一節には、かつ 天上と地上の狭間に立 希代 武人たちが、奈落の底から発する呻き声が木霊している だ。
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